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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、平成22年12月期より税務業務を一括して税理士法人に委託しておりましたが、今般、認可保育園の運営委託料

に係る売上高につき、消費税における課税区分を「非課税」とすべきところが「不課税」として処理されていたこと、及

び、これにより平成24年12月期から平成28年４月期までで、消費税が過小に申告されていたことが発覚いたしました。か

かる課税区分の誤りは、当社が平成27年７月にライク株式会社の連結子会社となり、ガバナンス機能を強化すべく、税務

業務についても第三者機関の意見を求めていた中で明らかになったものであり、当社が過去に公表した連結財務諸表につ

いて、会計処理等を訂正すべきであると判断しました。

当社は、これまでに判明した事象、及びその他重要性の観点から修正を行わなかった事項の修正等を含め、第３期（自

平成24年１月１日 至 平成24年12月31日）から第７期（自 平成28年１月１日 至 平成28年４月30日）の有価証券報

告書、第５期（自 平成26年１月１日 至 平成26年12月31日）から第８期（自 平成28年５月１日 至 平成29年４月

30日）までの四半期報告書を訂正することを、平成29年６月14日付取締役会で決議しました。

これらにより、平成27年11月９日に提出した第６期第３四半期（自 平成27年７月１日 至 平成27年９月30日）四半

期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四

半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

２【訂正事項】

第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

第２ 事業の状況

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

（1）業績の状況

第４ 経理の状況

２．監査証明について

１ 四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）
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３【訂正箇所】

訂正箇所は を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後

のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第５期

第３四半期
連結累計期間

第６期
第３四半期
連結累計期間

第５期

会計期間
自平成26年１月１日
至平成26年９月30日

自平成27年１月１日
至平成27年９月30日

自平成26年１月１日
至平成26年12月31日

売上高 （千円） 7,382,900 8,649,870 10,113,152

経常利益 （千円） 382,653 493,135 546,023

四半期（当期）純利益 （千円） 206,527 145,684 311,601

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 206,528 62,881 311,575

純資産額 （千円） 1,719,067 1,752,223 1,824,115

総資産額 （千円） 6,764,953 8,784,843 7,727,134

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 39.40 27.79 59.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.4 19.9 23.6

回次
第５期

第３四半期
連結会計期間

第６期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 12.28 △17.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、その他の関係会社であったジェイコムホールディングス株式会社（以下「公開買付者」

といいます。）が平成27年６月１日より実施しておりました当社株式に対する公開買付け（以下「本公開買付け」と

いいます。）が、平成27年６月29日をもって終了し、その結果、公開買付者は、平成27年７月３日（本公開買付けの

決済の開始日）付で当社に対する議決権所有割合が50％を超えることとなり、当社の親会社及び主要株主である筆頭

株主に該当することとなりました。今後は、ジェイコムグループとして連携をこれまで以上に強化し、優秀な人材の

確保と事業の効率化により保育サービスの拡充に努めてまいります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の政策や日銀の金融政策などにより日経平均株価の上

昇が継続するなど、景況感は緩やかな改善を示しています。

保育業界におきましては、依然として都市部を中心に保育サービスに対する需要は高い状況が続いておりま

す。政府は「子ども・子育て新支援制度」を今年４月から施行させるなど、待機児童問題を解消するための取組

を積極的に推し進めております。

このような環境の中、当社グループでは、一人でも多くの保護者の方に保育サービスを提供すべく、新規施設

の開設をすすめてまいりました。また、当社は平成27年７月３日よりジェイコム－ルディングス株式会社の子会

社となり、今後はジェイコムグループとして連携をこれまで以上に強化し、優秀な人材の確保と事業の効率化に

より保育サービスの拡充に努めてまいります。

当第３四半期連結累計期間において新たに開設した施設は27施設となりました。

（受託保育事業） 合計11施設

・病院内保育施設 合計７施設

宮城県 １施設（仙台市大白区１施設）

新潟県 １施設（南魚沼市１施設）

埼玉県 ２施設（さいたま市大宮区１施設、川口市１施設）

東京都 １施設（文京区１施設）

神奈川県 １施設（横浜市泉区１施設）

大阪府 １施設（茨木市１施設）

・企業内等の保育施設 合計４施設

埼玉県 １施設（さいたま市中央区１施設）

東京都 １施設（三鷹市１施設）

山梨県 １施設（富士河口湖町１施設）

神奈川県 １施設（鎌倉市１施設）

（公的保育事業） 合計16施設

・認可保育園等 合計８施設

東京都 ５施設（練馬区２施設、板橋区１施設、新宿区１施設、三鷹市１施設）

神奈川県 ３施設（川崎市高津区１施設、川崎市宮前区１施設、藤沢市１施設）

・学童クラブ、児童館 合計８施設

東京都 ８施設（大田区４施設、中央区１施設、江東区１施設、北区１施設、立川市１施設）

また、当第３四半期連結累計期間において、以下の認可保育園の開設準備を行っており、第４四半期連結会計

期間より運営を開始しております。

・認可保育園 合計２施設

東京都 ２施設（杉並区１施設、新宿区１施設）

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,649,870千円（前年同四半期比17.2％増）と前年同四半期

比で増加し、新規の保育施設の開園準備費用等が生じたものの、営業利益は116,602千円（同23.7％減）となり

ました。また、新規開園数が増加したことにより設備補助金が増加し、経常利益は493,135千円（同28.9％増）

となりました。退任役員に対する役員退職慰労金が209,000千円発生したことにより、四半期純利益は145,684千

円（同29.5％減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（受託保育事業）

売上高は2,827,908千円（前年同四半期比3.1％増）となりました。セグメント利益は71,943千円（同67.2％

6065/E26716/サクセスホールディングス/2015年
－5－



減）となりました。

（公的保育事業）

売上高は5,821,961千円（同25.5％増）となりました。セグメント利益は461,611千円（同42.1％増）となりま

した。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,600,000

計 18,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,241,000 5,241,000

東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であり

ます。

計 5,241,000 5,241,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年7月１日～

平成27年9月30日
― 5,241,000 ― 285,771 ― 503,893

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

6065/E26716/サクセスホールディングス/2015年
－7－



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

平成27年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式5,239,800 52,398 －

単元未満株式 普通株式1,200 － －

発行済株式総数 5,241,000 － －

総株主の議決権 － 52,398 －

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数
（千株）

就任年月
日

取締役 我堂 佳世 昭和57年９月18日生

平成17年４月 日本生命保険相互会社

入社

平成18年９月 ジェイコム株式会社（現

ジェイコムホールディン

グス株式会社） 入社

平成24年６月 ジェイコムホールディン

グス株式会社 経営管理

部長

平成26年８月 ジェイコムホールディン

グス株式会社 取締役経

営管理部長（現任）

平成27年９月 当社取締役（現任）

（注）２ －
平成27年

９月８日

取締役 一ノ瀬 慎太郎 昭和60年12月18日生

平成21年４月 ジェイコム株式会社（現

ジェイコムホールディン

グス株式会社） 入社

平成23年11月 ジェイコム株式会社 九

州支社長

平成27年６月

平成27年９月

ジェイコムホールディン

グス株式会社 総合企画

部部長代理（現任）

当社取締役（現任）

（注）２ －
平成27年

９月８日

取締役 高谷 康久 昭和43年８月23日生

平成５年３月 ジョンソン・エンド・ジ

ョンソン株式会社 入社

平成７年８月 京セラ株式会社 入社

平成17年４月 株式会社クークー 入社

平成17年７月 株式会社クークー 取締

役

平成17年11月 イー・ガーディアン株式

会社 入社

平成18年４月 イー・ガーディアン株式

会社 代表取締役社長兼

最高経営責任者（現任）

平成26年９月 株式会社パワーブレイン

（現リンクスタイル株式

会社） 取締役（現任）

平成26年12月 一般財団法人ＷＥＢリテ

ラシー普及協会 理事長

（現任）

平成27年５月 ＨＡＳＨコンサルティン

グ株式会社 取締役（現

任）

平成27年９月 当社取締役（現任）

（注）２ －
平成27年

９月８日

（注）１．取締役高谷康久は、社外取締役であります。

２．平成27年９月８日開催の臨時株主総会の終結の時から平成27年12月期に係る定時株主総会の終結の時まで

であります。

(2）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役会長 － 柴野 豪男 平成27年７月31日

取締役 － 寺地 孝之 平成27年７月31日

(3）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長 － 取締役 － 岡本 泰彦 平成27年８月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,290,647 1,929,458

受取手形及び売掛金 590,077 857,336

原材料及び貯蔵品 2,940 6,179

その他 257,619 308,429

貸倒引当金 △687 △673

流動資産合計 3,140,597 3,100,731

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,460,826 4,413,847

減価償却累計額 △826,155 △1,020,397

建物及び構築物（純額） 2,634,670 3,393,450

リース資産 640,027 689,528

減価償却累計額 △47,903 △72,569

リース資産（純額） 592,124 616,958

その他 502,319 590,047

減価償却累計額 △153,785 △179,687

その他（純額） 348,534 410,359

有形固定資産合計 3,575,329 4,420,768

無形固定資産 42,573 40,101

投資その他の資産 967,731 1,223,241

固定資産合計 4,585,634 5,684,111

繰延資産 903 －

資産合計 7,727,134 8,784,843

負債の部

流動負債

1年内償還予定の社債 20,000 －

1年内返済予定の長期借入金 804,017 916,385

未払金 399,619 407,040

未払法人税等 165,930 53,319

前受金 515,135 183,342

賞与引当金 41,373 224,754

その他 590,363 614,953

流動負債合計 2,536,440 2,399,795

固定負債

長期借入金 2,601,155 3,691,010

リース債務 570,794 595,840

資産除去債務 149,807 189,143

退職給付に係る負債 － 150,569

その他 44,821 6,259

固定負債合計 3,366,579 4,632,824

負債合計 5,903,019 7,032,619
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 285,771 285,771

資本剰余金 510,439 510,439

利益剰余金 1,027,840 1,038,809

自己株式 △79 △137

株主資本合計 1,823,971 1,834,882

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 143 131

退職給付に係る調整累計額 － △82,791

その他の包括利益累計額合計 143 △82,659

純資産合計 1,824,115 1,752,223

負債純資産合計 7,727,134 8,784,843
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

売上高 7,382,900 8,649,870

売上原価 6,187,505 7,316,347

売上総利益 1,195,394 1,333,523

販売費及び一般管理費 1,042,662 1,216,921

営業利益 152,732 116,602

営業外収益

受取利息 2,078 4,190

受取配当金 3 4

設備補助金収入 241,486 392,460

その他 23,962 17,925

営業外収益合計 267,530 414,580

営業外費用

支払利息 28,220 34,841

株式公開費用 4,134 －

その他 5,255 3,206

営業外費用合計 37,609 38,048

経常利益 382,653 493,135

特別利益

固定資産売却益 － 1,153

特別利益合計 － 1,153

特別損失

固定資産除却損 43 567

本社移転費用 － 17,396

役員退職慰労金 － 209,000

特別損失合計 43 226,963

税金等調整前四半期純利益 382,609 267,324

法人税等 176,082 121,639

少数株主損益調整前四半期純利益 206,527 145,684

四半期純利益 206,527 145,684
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 206,527 145,684

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △11

退職給付に係る調整額 － △82,791

その他の包括利益合計 0 △82,803

四半期包括利益 206,528 62,881

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 206,528 62,881
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

当社は平成27年４月１日より退職金制度を導入致しました。これに伴い、従業員の退職給付に備えるため、退

職給付に係る負債を当第３四半期連結会計期間末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

①退職給付見込み額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当第３四半期連結会計期間末までの期間に帰属させる方法

については、期間定額基準を採用しております。

②過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による

定額法により費用処理しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の退職給付に係る負債が150,569千円増加し、当第３四半期連結累計

期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は29,908千円減少しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日）

減価償却費 217,667千円 286,205千円

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年９月30日）
１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日
定時株主総会

普通株式 52,410 10 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金

平成26年８月８日
取締役会

普通株式 78,614 15 平成26年６月30日 平成26年９月16日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後
となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年９月30日）
１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月26日
定時株主総会

普通株式 78,614 15 平成26年12月31日 平成27年３月27日 利益剰余金

平成27年８月７日
取締役会

普通株式 78,613 15 平成27年６月30日 平成27年９月15日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後
となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２
受託保育

事業

公的保育

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,742,790 4,640,110 7,382,900 － 7,382,900

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,742,790 4,640,110 7,382,900 － 7,382,900

セグメント利益 219,083 324,740 543,823 △391,091 152,732

（注) １.セグメント利益の調整額△391,091千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。全社費用

は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２
受託保育

事業

公的保育

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,827,908 5,821,961 8,649,870 - 8,649,870

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - - - -

計 2,827,908 5,821,961 8,649,870 - 8,649,870

セグメント利益 71,943 461,611 533,554 △416,952 116,602

（注) １.セグメント利益の調整額△416,952千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。全社費用

は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

6065/E26716/サクセスホールディングス/2015年
－17－



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日）

1株当たり四半期純利益金額（円） 39.40 27.79

（算定上の基礎）

四半期純利益金額（千円） 206,527 145,684

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 206,527 145,684

普通株式の期中平均株式数（株） 5,240,966 5,240,924

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

当社は、平成27年10月15日開催の取締役会において、ジェイコムホールディングス株式会社に対して第１回無担保

転換社債型新株予約権付社債（以下「本新株予約権付社債」といい、本新株予約権付社債の社債部分及び新株予約権

部分を、それぞれ「本社債」及び「本新株予約権」といいます。）の発行を決議し、平成27年11月２日に払込みが完

了しております。

発行する社債の概要

1.社債の総額

金1,000,000,000円

2.払込金額

本社債の金額100円につき金100円

但し、本新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないものとする。

3.本新株予約権付社債の券面

無記名式とし、本新株予約権付社債については、新株予約権付社債券を発行しない。

また、本新株予約権付社債は、会社法第254条第２項本文及び第３項本文の定めにより、本新株予約権又は本社債

の一方のみを譲渡することはできない。

4.利率

本社債には利息を付さない。

5.本社債の償還の方法及び期限

(1)満期償還

本社債は、平成34年11月１日（以下「償還期限」という。）にその総額を本社債の金額100円につき金100円で償還

する。

(2)本新株予約権付社債の保有者の選択による繰上償還（プットオプション）

本新株予約権付社債の保有者は、平成31年４月期の当社の有価証券報告書提出日の翌月１日以降、その選択によ

り、当社に対して、償還すべき日（償還期限より前の日とする。）の２週間以上前に事前通知を行った上で、当該繰

上償還日に、その保有する本新株予約権付社債の全部又は一部を金額100円につき金100円での割合で繰上償還するこ

とを、当社に対して請求する権利を有する。

6.新株予約権に関する事項

(1)新株予約権の目的となる株式の種類

当社普通株式

(2)発行する新株予約権の総数

各本社債に付された本新株予約権の数は１個とし、合計10個の本新株予約権を発行する。

(3)転換価格

１株当たり1,344円（当初）

7.担保・保証の有無

本新株予約権付社債には担保及び保証は付されておらず、また、本新株予約権付社債のために特に留保されている

資産はありません。

8.資金の使途

今後開設する保育施設において必要となる設備にかかる資金に充当する予定であります。
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２【その他】

平成27年８月７日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行なうことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………78,613千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年９月15日

（注） 平成27年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成29年６月14日

サクセスホールディングス株式会社

取 締 役 会 御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 髙橋 聡 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 磯貝 剛 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサクセスホー

ルディングス株式会社の平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成２７年７月１日から平成２７年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２７年１月１日から平成２７

年９月３０日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四

半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サクセスホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２７年９月

３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成27年11月９日に四半期レビュー報告書を提出した。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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